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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第２四半期連結
累計期間

第58期
第２四半期連結
累計期間

第57期

会計期間

自2019年
４月１日
至2019年
９月30日

自2020年
４月１日
至2020年
９月30日

自2019年
４月１日
至2020年
３月31日

売上高 （千円） 3,318,829 4,323,109 8,084,551

経常利益又は経常損失（△） （千円） △55,535 509,620 101,793

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属す

る四半期純損失(△)

（千円） △59,270 397,222 79,143

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △135,192 443,451 △30,501

純資産額 （千円） 2,034,477 2,582,416 2,139,050

総資産額 （千円） 5,566,624 6,198,012 6,648,190

１株当たり四半期（当期）純利益又

は１株当たり四半期純損失(△)
（円） △32.49 217.78 43.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.5 41.7 32.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 129,843 571,715 431,475

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △28,982 △525 △97,025

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △382,425 △604,687 △245,125

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 956,057 1,292,723 1,327,020

 

回次
第57期

第２四半期連結
会計期間

第58期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自2019年
７月１日
至2019年
９月30日

自2020年
７月１日
至2020年
９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 49.51 164.00

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第57期第２四半期連結累計期間は、１株当た

り四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第58期第２四半期連

結累計期間及び第57期は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により景気は急速に悪化

し、外出自粛及び休業要請等新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた経済活動の自粛状況から徐々に経済

活動が回復し、企業業績の底入れの兆しが現れているものの依然として感染再拡大のリスクを抱え、景気低迷の

長期化が懸念される厳しい状況のままで推移いたしました。

　建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移しておりますが、依然として建設業界における労務単価、建

設資材価格等の動向にも注視が必要な経営環境にあります。

　当社グループにおきましては、新たな受注の獲得と利益向上への取り組みに向け、合理化・効率化施策を継続

実施することにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は、4,323百万円（前年同四半期比30.3％増）とな

り、営業利益は483百万円（前年同四半期は73百万円の営業損失）を計上し、経常利益は509百万円（前年同四半

期は55百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は397百万円（前年同四半期は59百万円の親会

社株主に帰属する四半期純損失）と増収増益となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間における新型コロナウイルス感染症による業績への影響は軽微であります。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 

型枠貸与事業

　河川砂防災害に対応して当第２四半期に執行される工事が多かったことから消波根固ブロックの型枠貸与が

増加し、加えて港湾・漁港での型枠貸与も増加し、売上高は1,337百万円（前年同四半期比60.8％増）とな

り、営業利益は392百万円（前年同四半期は10百万円の営業損失）となりました。

 

資材・製品販売事業

　災害に対応した河川用護岸ブロックおよび土木シート製品の出荷が進捗し、売上高は2,985百万円（前年同

四半期比20.1％増）となり、営業利益は90百万円（前年同四半期は62百万円の営業損失）となりました。

 

財政状態に関する説明

①資産

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は6,198百万円となり、前連結会計年度末比450百万円の減少とな

りました。

　その主な要因は、受取手形及び売掛金の減少415百万円、商品及び製品の減少253百万円、有形固定資産の増加

149百万円によるものであります。

②負債

　当第２四半期連結会計期間末における負債は3,615百万円となり、前連結会計年度末比893百万円の減少となり

ました。

　その主な要因は、支払手形及び買掛金の減少773百万円、短期借入金の減少450百万円、リース債務の増加138

百万円及び未払法人税等の増加109百万円によるものであります。

③純資産

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,582百万円となり、前連結会計年度末比443百万円の増加とな

りました。

　その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加397百万円、その他有価証券評

価差額金の増加46百万円によるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下資金という。)は、前連結会計年度末に比べ、

34百万円減少し、1,292百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況については、次のとおりであります。

 

EDINET提出書類

日建工学株式会社(E00187)

四半期報告書

 3/20



①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動により得られた資金は571百万円(前年同四半期は129百万円の収入）でした。主に税金等調整前四半

期純利益514百万円、売上債権の減少額485百万円、たな卸資産の減少額258百万円及び仕入債務の減少728百万円

によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動により支出した資金は0百万円(前年同四半期は28百万円の支出）でした。主に鋼製型枠等有形固定資

産の取得による支出116百万円及び保険積立金の解約による収入92百万円によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動により支出した資金は604百万円(前年同四半期は382百万円の支出）でした。主に短期借入れによる

収入200百万円、短期借入金の返済による支出650百万円、長期借入金の返済による支出128百万円及びリース債

務の返済による支出26百万円によるものであります。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当第２四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方

針について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、19百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,899,700

計 3,899,700

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月13日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 1,862,254 1,862,254
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株

であります。

計 1,862,254 1,862,254 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 1,862,254 － 1,004,427 － 541,691
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

フリージア・マクロス株式会社 東京都千代田区神田東松下町17番地 2,374 13.02

株式会社ジェイ・エム・イー 東京都新宿区西新宿六丁目10－１ 1,288 7.06

菊池　恵理香 東京都杉並区 1,128 6.19

行本　卓生 東京都港区 767 4.21

日本国土開発株式会社 東京都港区赤坂四丁目９－９ 616 3.38

日本生命保険相互会社

（常任代理人　日本マスタートラ

スト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内一丁目６－６ 576 3.16

今井　正利 岐阜県多治見市 557 3.05

技研ホールディングス株式会社 東京都杉並区阿佐谷南三丁目７番２号 551 3.02

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７－１ 449 2.46

三井住友信託銀行株式会社

（常任代理人　株式会社日本カス

トディ銀行）

東京都千代田区丸の内一丁目４－１ 340 1.86

計 － 8,648 47.42

(注)１　上記のほか当社所有の自己株式383百株があります。

２　2020年10月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、技研ホールディングス株式会社が

59,600株の株式を所有している旨が記載されておりますが、当社として当第２四半期会計期間末現在における実

質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況は株主名簿に基づいて記載しております。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 38,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,801,800 18,018 －

単元未満株式 普通株式 22,154 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  1,862,254 － －

総株主の議決権  － 18,018 －
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②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

日建工学株式会社

東京都新宿区西新宿

六丁目10－１
38,300 － 38,300 2.06

計 － 38,300 － 38,300 2.06

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,328,820 1,294,523

受取手形及び売掛金 2,816,729 2,400,947

電子記録債権 179,047 206,162

商品及び製品 987,712 734,413

原材料及び貯蔵品 27,412 22,509

その他 133,448 223,893

貸倒引当金 △8,723 △8,684

流動資産合計 5,464,448 4,873,765

固定資産   

有形固定資産   

リース資産（純額） 107,776 236,580

その他（純額） 281,572 302,144

有形固定資産合計 389,348 538,724

無形固定資産 11,995 18,251

投資その他の資産   

投資有価証券 527,753 589,368

その他 442,122 363,793

貸倒引当金 △187,477 △185,890

投資その他の資産合計 782,398 767,271

固定資産合計 1,183,742 1,324,247

資産合計 6,648,190 6,198,012

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,338,890 1,565,783

短期借入金 450,000 －

1年内返済予定の長期借入金 243,994 217,955

未払金 147,990 166,901

リース債務 58,558 90,416

未払法人税等 14,620 124,519

その他 297,249 474,356

流動負債合計 3,551,303 2,639,931

固定負債   

長期借入金 663,483 561,480

リース債務 53,788 160,071

繰延税金負債 62,243 77,629

退職給付に係る負債 139,778 138,671

その他 38,543 37,811

固定負債合計 957,836 975,663

負債合計 4,509,139 3,615,595
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,004,427 1,004,427

資本剰余金 541,691 541,691

利益剰余金 598,662 995,884

自己株式 △65,256 △65,341

株主資本合計 2,079,524 2,476,661

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 59,526 105,754

その他の包括利益累計額合計 59,526 105,754

非支配株主持分 － －

純資産合計 2,139,050 2,582,416

負債純資産合計 6,648,190 6,198,012
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 3,318,829 4,323,109

売上原価 2,655,016 3,161,859

売上総利益 663,813 1,161,249

販売費及び一般管理費 ※ 737,017 ※ 678,243

営業利益又は営業損失（△） △73,204 483,006

営業外収益   

受取利息 57 128

受取配当金 22,146 14,837

たな卸資産処分益 639 1,272

貸倒引当金戻入額 930 56

保険解約返戻金 － 14,921

その他 1,857 2,044

営業外収益合計 25,630 33,260

営業外費用   

支払利息 5,723 4,738

支払手数料 500 －

手形売却損 1,016 582

為替差損 399 795

その他 321 529

営業外費用合計 7,961 6,646

経常利益又は経常損失（△） △55,535 509,620

特別利益   

固定資産売却益 968 4,810

特別利益合計 968 4,810

特別損失   

固定資産処分損 72 －

固定資産売却損 2,403 －

特別損失合計 2,476 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△57,042 514,431

法人税等 5,708 117,208

四半期純利益又は四半期純損失（△） △62,751 397,222

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,480 －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△59,270 397,222
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △62,751 397,222

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △72,441 46,228

その他の包括利益合計 △72,441 46,228

四半期包括利益 △135,192 443,451

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △131,711 443,451

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,480 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△57,042 514,431

減価償却費 90,823 124,741

貸倒引当金の増減額（△は減少） △930 △1,626

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6,102 △1,107

受取利息及び受取配当金 △22,203 △14,965

支払利息 5,723 4,738

為替差損益（△は益） 410 805

固定資産処分損益（△は益） 72 －

固定資産売却損益（△は益） 1,435 △4,810

売上債権の増減額（△は増加） 1,448,739 485,955

たな卸資産の増減額（△は増加） △19,174 258,656

仕入債務の増減額（△は減少） △1,187,977 △728,661

未払消費税等の増減額（△は減少） △53,685 70,638

その他 △53,318 △135,762

小計 146,769 573,033

利息及び配当金の受取額 18,834 12,914

利息の支払額 △5,848 △5,395

法人税等の支払額 △32,581 △22,545

法人税等の還付額 2,669 13,707

営業活動によるキャッシュ・フロー 129,843 571,715

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △26,973 △116,826

有形固定資産の売却による収入 1,318 32,275

保険積立金の解約による収入 － 92,328

その他 △3,327 △8,302

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,982 △525

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,000,000 200,000

短期借入金の返済による支出 △1,250,000 △650,000

長期借入金の返済による支出 △89,152 △128,042

自己株式の取得による支出 △101 △85

配当金の支払額 △196 △36

リース債務の返済による支出 △42,975 △26,523

財務活動によるキャッシュ・フロー △382,425 △604,687

現金及び現金同等物に係る換算差額 △403 △799

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △281,966 △34,297

現金及び現金同等物の期首残高 1,238,024 1,327,020

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 956,057 ※ 1,292,723
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する情報）

　新型コロナウイルス感染症による影響等により、当社グループを取り巻く事業環境が当面、先行き不透明な状

況にありますものの、当社グループの主たる業務は、港湾、漁港、海岸、河川、砂防分野における波浪、地震、

火山、豪雨、土砂災害等に対する緊急性の高い国の防災・減災対策事業に関わる事業であり、現時点において新

型コロナウイルス感染症による影響は限定的に留まるものと仮定し、会計上の見積りを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

  １受取手形割引高

 
前連結会計年度
（2020年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2020年９月30日）

受取手形割引高 45,027千円 27,875千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

給料及び手当 336,027千円 324,489千円

旅費交通費 72,362 48,917

退職給付費用 14,818 16,099

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 956,057千円 1,294,523千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － △1,800

現金及び現金同等物 956,057 1,292,723

 

 

EDINET提出書類

日建工学株式会社(E00187)

四半期報告書

14/20



（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 型枠貸与事業

資材・製品販売
事業

売上高    

外部顧客への売上高 831,696 2,487,132 3,318,829

セグメント間の内部売上高又は振
替高

－ － －

計 831,696 2,487,132 3,318,829

セグメント損失(△) △10,399 △62,804 △73,204

 
２．報告セグメントの損失金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

損益 金額

報告セグメント計 △ 73,204

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △ 73,204

 
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 型枠貸与事業

資材・製品販売
事業

売上高    

外部顧客への売上高 1,337,274 2,985,834 4,323,109

セグメント間の内部売上高又は振
替高

－ － －

計 1,337,274 2,985,834 4,323,109

セグメント利益 392,649 90,357 483,006

 
２．報告セグメントの利益金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

損益 金額

報告セグメント計 483,006

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業利益 483,006

 
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は1株当たり四半期純

損失(△)
△32円49銭 217円78銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失(△)(千円)
△59,270 397,222

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純損失(△)(千円)

△59,270 397,222

普通株式の期中平均株式数（株） 1,824,186 1,823,991

（注)１．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。また当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月12日

日建工学株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　木　智　博　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堤　　　　　康　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日建工学株式会

社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日建工学株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は　な

い。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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